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▲多彩なステージ発表に会場も
大賑わい！ ▲どんな福祉体験があるかな？体験へ参加してみよう！

ボランティア・障がい児者・地域の交流を目的として開催してきた「なかくボランティアまつり」も今年で
１８回目を迎えます。まつりでは、ステージ発表や福祉体験コーナー、作業所の自主製品の販売、喫茶、
バザーなど、楽しい催しが盛りだくさん。ご家族やお友達とお誘い合わせの上、是非遊びにきてください♪ 
多くの方のご来場をお待ちしております。

まつり前日の準備、当日各コーナーのお手伝いをしていただける方を募集しています。
参加は可能な時間帯でかまいません。ご相談のうえ、調整させていただきます。
詳しくは、４ページ記載の問い合わせ先までご連絡ください。

中区地域福祉センター

NHK 白神社

広島市役所

市役所前電停

市役所前バス停

大手町四丁目バス停

平 和 大 通り

国 道 2 号 線

1階左側エントランス1の
エレベーターで5階です

申し込み
問い合わせ

社会福祉法人 広島市中区社会福祉協議会/ボランティアセンター
TEL.082-249-3114　FAX.082-242-1956

naka@shakyohiroshima-city.or.jp http：//shakyo-hiroshima.jp/naka/
〒730-0051 広島市中区大手町4-1-1 大手町平和ビル5階

中区地域福祉センター（中区大手町4－1－1 大手町平和ビル）
平成２６年１０月２５日（土）１０：００～１４：３０

多彩なステ ジ発表に会場も大賑わい！

コーナーの紹介

江波の波打ち太鼓、袋町リズムダンス、ボランティ
アグループの発表、作業所の発表、抽選会など

●福祉体験コーナー
手話・点字・音訳・要約筆記・車いすなど

●軽食・喫茶コーナー
弁当・サンドイッチ・コーヒー・ジュース・作業所の
お菓子

●あそびコーナー（共同募金コーナー）
ゲームをして景品を当てよう

●健康づくりコーナー
 血圧・体脂肪測定など

●バザーコーナー
日用雑貨などの販売があります。掘り出し物もあるかも

●作業所展示販売コーナー
さをり製品、フェルト製品、小物など

●作業体験交流コーナー
作業所で行われている作業体験に参加してみよう

●ステージ発表

●日用雑貨 ●石鹸 ●タオル ●カバンなど
（未使用のものをお願いします。古着はご遠慮願います。）

中区のまちづくりの
マスコットキャラクター
なかちゃん

ボランティアを知り、ボランティアに参加してもらうきっかけに★

提供をお願いするもの

※お問い合わせは、平日８：３０～１７：１５までにお願いします。
※バザーの収益は、ボランティア活動の推進のため、大切に使わせていただきます。

ボランティアを募集しています!

今後ともボランティア活動に参加する際には、ボランティア活動保険への加入が
必要です。
活動場所への往復途上の事故も対象になりますので、できるだけお住まいの区

や市町の社会福祉協議会で事前に加入してください。なお、平成26年度に加入し
たボランティア活動保険は平成27年３月３１日まで有効です。活動のたびに加入す
る必要はありませんのでご注意ください。

「ボランティア活動保険について」
お知らせ

災害ボランティアセンターのこれから ～災害支援から、復興・生活の支援へ～

広島市社会福祉協議会が運営する公式サイトより一部引用

8月20日に発生した大雨による土砂災害では74名の市民が犠牲となり被
災世帯は5,000世帯にもおよぶ甚大な被害となりました。被災者支援のた
め、社会福祉協議会は、各種支援団体とともに広島市災害ボランティア本
部を設置し、安佐北区及び安佐南区に災害ボランティアセンターを立ち上
げ、住環境の復旧を中心とした災害ボランティアの派遣を行ってきました。
9月27日には延べ活動者数が40,000人を超えるなど、家屋等に流れ込

んだ土砂の除去作業を中心に県内外から多くのボランティアの協力をいた
だきました。
9月末現在、大人数で対応する土砂出し等の作業要望は収束し始め、今後は家屋内の清掃等、住

民の皆様が被災生活から日常生活に移行するための生活支援の取り組みが必要になりつつあります。
こうした地域の復旧状況を踏まえ、10月以降は地元に定着した継続的で息の長い支え
合いを築くため、地元ボランティアを中心にした支援活動を展開することになりました。

10月1日より、これまで設置してきた広島市災害ボランティア本部を広島市復興連携
本部へ、併せて安佐北区及び安佐南区の災害ボランティアセンターを復興連携セ
ンターへ転換し、復興へ向けた生活の支援に取り組んで行くこととなりました。
10月4日以降は、ボランティア受付を安佐南区に一本化します。また、土日のみ

ボランティア活動を実施し、県内の皆様にご協力をお願いすることとなりました。
今後も地域の復興状況やボランティア活動の状況につきましては広島市社会福
祉協議会のホームページ等でお伝えしていきますので、引き続きのご協力をお願
いいたします。

保険加入取扱い時間 月曜～金曜 ８：３０～１７：１５

この広報紙は共同募金の配分金により作成しました。

社会福祉法人 広島市中区社会福祉協議会／平成26年10月 発行
〒730-0051 広島市中区大手町4丁目1番1号  大手町平和ビル5階  Tel.082-249-3114  FAX.082-242-1956  Eメール naka@shakyohiroshima-city.or.jp
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第5回

▼
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い

ま
す
か
？

地
域
の
高
齢
者
世
帯
に
食
事
を
お
届

け
す
る
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。グ
ル
ー
プ
で
作
っ
た
お
弁
当

を
、
地
域
の
民
生
委
員
に
届
け
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
活
動
場
所
で
あ
る
公
民
館

に
き
て
も
ら
い一
緒
に
食
事
を
す
る
と
い

う
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
高
齢
の
た

め
外
出
す
る
の
が
困
難
に
も
な
っ
て
き
ま

す
。
配
達
を
通
し
て
安
否
確
認
に
も
な

り
、
民
生
委
員
と
連
携
し
な
が
ら
配
食

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
今
の
活
動
を
は
じ
め
ら
れ
た

き
っ
か
け
は
な
ん
で
す
か
？

人
か
ら
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す

が
、
私
自
身
、
民
生
委
員
を
し
て
い
た
の

で
活
動
の
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
。
と
て

も
良
い
取
り
組
み
だ
と
思
い
、
ま
た
人
の

役
に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
活
動
に

参
加
し
、
気
付
け
ば
今
年
で
18
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

▼
活
動
を
し
て
い
て
嬉
し
か
っ
た

こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

お
届
け
先
の
方
か
ら
、「
美
味
し
か
っ

た
よ
」「
あ
り
が
と
う
」と
電
話
を
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
礼
の
言
葉
に
嬉
し
い
気
持
ち
に
な

り
、
支
え
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ

ま
す
。

▼
活
動
す
る
中
で
心
掛
け
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

食
品
を
取
り
扱
う
の
で
衛
生
面
に
は

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。
食
中
毒

も
な
く
20
年
無
事
故
で
こ
ら
れ
た
の
は

誇
り
で
す
。
配
食
し
た
後
、
何
事
も
な

く
そ
の
日
の
活
動
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
、
ほ
っ
と
し
ま
す
ね
。
他
に
も
、

栄
養
面
や
お
弁
当
の
彩
り
を
工
夫
す
る

な
ど
、
食
事
を
さ
れ
る
方
の
こ
と
を
考

え
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

▼
活
動
を
続
け
る
コ
ツ
は
な
ん
で

す
か
？

何
を
お
い
て
も
健
康
が
第
一で
す
ね
。

私
自
身
の
目
標
と
し
て
、
無
遅
刻
・
無

欠
席
・
無
早
退
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
代
表
と
し
て
の
立
場
で
は
、

メ
ン
バ
ー
が
活
動
し
や
す
い
よ
う
に
と
心

を
配
っ
て
い
ま
す
。
自
分
一
人
だ
け
で
は

続
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
協
力
し
合

い
な
が
ら
、
楽
し
く
活
動
で
き
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。

▼
そ
の
他
に
、
地
域
と
の
繋
が
り
や

行
事
へ
の
参
加
、
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
関
係
で
は
、
な
か
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の
委

員
長
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
、
10
月

25
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
是
非
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

地
域
で
の
活
動
で
は
、
地
域
の
い
き
い

き
サ
ロ
ン
の
立
ち
あ
げ
や
女
性
会
の
活

動
な
ど
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

▼
最
後
に
、
今
後
の
目
標
や
抱
負

を
お
願
い
し
ま
す
！

今
の
ま
ま
の
活
動
を
事
故
の
な
い
よ

う
に
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
地
域
で
の

繋
が
り
を
大
事
に
、
今
後
も
手
を
繋
ぎ

合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
個
人
と
し
て
は
、や
は
り
健
康
で
、

こ
れ
か
ら
も
明
る
く
前
進
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

鈴
川
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

紹介

白島地区
ボランティアグループ  代表

鈴川 圭子さん

今年も１０月１日から共同募金活動が開始されます。共同募金
は、地域ごとの使い道や集める額を事前に定めて、募金を行う
ものです。高齢者・子育てサロン等の身近な地区社協活動の
財源などとなっています。
平成25年度中区分会では募金総額

8,463,092円のご協力をいただいています。

皆さまからのご寄付は、福祉のまちづくり推進
のために大切に使わせていただきます。

あたたかいご寄付を
ありがとうございました。

【一般寄付】
大森道夫様（平成26年6月11日～平成26年9月30日）

赤い羽根共同募金について
～ご協力をお願い致します～

広島県は、平成26年8月1日、結婚を考える人たちの”出
会いのきっかけ”を応援するため、「ひろしま出会いサポート
センター」を開設しました。会員の方には、イベントや自分
磨きに役立つ情報メールで発信！
詳細は、ホームページでご確認ください。

事務局 /（公財）ひろしまこども夢財団
TEL/FAX 082-511-1216
E-mail :hirosapo@ikuchan.or.jp

https://www.facebook.com/hirosapo 会員募集中！

ふれあい・いきいきサロンの紹介ふれあい・いきいきサロンの紹介

「神崎ふれあいサロン」
日  時

場  所 舟入本町11-4 江郷ビル２階
毎週月・水・金曜 １０:３０～１１:３０

●参加希望の方は町内会役員か民生委員までお問い合わせください。

中区内にある14の地区（学区）社会福祉協議会では、安全・安心な住みよ
いまちづくりをめざした活動計画として「福祉のまちづくりプラン」の策定と、プ
ランに沿った取り組みをすすめています。
神崎学区社会福祉協議会では、平成２５年２月より「福祉のまちづくりプラン

（以下プラン）」策定の検討がはじまり、幾度となく協議を重ねられ、平成26年
３月に完成に至りました。住民の皆さまが支え合いながら安心して生活が送れ
るよう、神崎学区の生活課題に適切に対応していくことを目的に、平成26年
度～30年度の活動計画としてまとめら
れています。

プラン策定後もこれまで進めてこられた取り組みに加え、新た
な取り組みについても協議が行われています。神崎学区社会福
祉協議会の佐伯会長は「町内会や各種団体と話し合いながら、
プランに沿って活動を進めていきたい」と抱負を語ってくださいま
した。

▲神崎学区社協
　福祉のまちづくりプラン

安心して暮らせる地域づくりに向けて
神崎学区社協

相談ごとや茶話会
（第２金曜は医療相談会）

内  容

地域の福祉活動費として還元されます。
本会では住み慣れた地域で安心して暮らしていける「福
祉のまちづくり」の実現に取り組んでいます。
お寄せいただきました賛助会費のうち、1/2は地区（学
区）社協が行っている「ふれあい・いきいきサロン」など
の地域に密着した活動に、もう1/2は本会が行っている
ボランティア活動の推進などの福祉事業に活用させてい
ただいています。

賛助会員にご加入お願いいたします

一口（年間）3,000円
●個人、団体、企業様等どなたでもご加入いただけます。
●払込手数料不要の払込取扱票がありますので、お住まいの地区の社
協役員または、本会（249-3114）までご連絡お願いいたします。

会費
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